
 
 
 
 
 

 
 

【あけましておめでとうございます。】 

新年あけましておめでとうございます。2018

年は平成三十年となり一つ節目の年のように感

じます。平成元年といえば 1989 年で、西暦で考

えるととても昔に感じます。バブルにより地価が

上がり続け、誰もが沸きに沸いた大好況時代でし

た。その後 1991 年にバブルが崩壊し、あらゆる

不動産の価値が下落し続け、現在の物価の低下状

態を示すデフレ経済へと進んでいきました。メッ

センジャーでも他社との生き残りを模索し価格

対抗するため、オトクなパックや商品を提案し対

応していました。しかし結局生き残った業務は

「急送急配」という自分たちが最も得意する分野

でした。自分たちが自信を持ちお客様に提供でき

るサービスは、たくさんのお客様から信頼を頂い

た配送業務だったのです。以後その蓄積されたノ

ウハウを真摯に活用し、今に至ります。2018 年、

不安定な世の中ではありますが、一所懸命頑張り

ますのでどうぞ本年もよろしくお願い致します。

 

 

遅くなりましたが、あけましておめでとうございます。本年

も急送急配メッセンジャーをどうぞよろしくお願いいたしま

す。今年は年始から不安定な天候が続き、日本中で記録的な

大雪が降ったり、低温を記録したりしていますね。穏やかな

一年を願うばかりです。左の写真は広島港ターミナルの北側

から海に向かって撮影したものです。冬のおかげで空気が澄

んでいますし、夕焼けと街灯の灯りがマッチングしていて、

空のグラデーションがお気に入りの一枚です。何気ない一枚

ですが毎日姿を変える瀬戸内海の風景をこれからも写真に残

していけたらいいなと思っています。 



 
 
 
 
 

 
 

【まだまだ寒い日が続きますね】 

今年は本当に寒い日が続きます。何回、「来週

からは暖かくなります」という予報を聞いたこと

か。我々の配送の仕事は天気に関係なく発生いた

しますし、どんな天候であってもできるだけ早く

お届けするという使命感を感じながら仕事をし

ています。しかし、我々の想像を超える天候に遭

遇すると、どうすることも出来ず地団駄を踏んで

しまうこともまた事実です。今年の冬は東北、北

陸地方で異常なほどの降雪が続き、大きな幹線道

路でさえも雪によって封鎖。中には車の中に 2 日

間以上も閉じ込められて足止めされた方々もい

らっしゃいました。大きなトラックが身動きが取

れないでいるシーンをテレビで見るたびに、「中

の荷物は？」「遅延が発生してしまう」と感じて

しまうのは職業病でしょうか。幸い、中国地方は

温暖で、あまり激しい天候不良に見舞われません

が、それでも「何が起こるかわからない」という

気持ちと備えはしておきたいものです。 

 

 

家島諸島は兵庫県姫路市の沖合 18km に位置する大小 40 余り

の島々で構成される諸島です。その範囲は東西 26.7km、南北

18.5km にわたります。本州姫路、小豆島、淡路島に囲まれて

おり、天然の良港、瀬戸内海航路の要地として栄えました。

花崗岩の切り出しや、漁業、海運業が盛んでしたが、戦後の

乱獲と水質汚染による漁獲減少で現在は観光漁業と養殖が中

心となっています。昭和 34 年には、三笠宮崇仁親王（昭和天

皇の末弟）による調査団が、諸島に属する「太島(ふとんじま)」

にて１～２万年前の石器を発見しており、他の島でも人が住

んでいたことを示す古代遺跡などが見つかっています。 



 
 
 
 
 

 
 

【進級、卒業、就職おめでとうございます。】 

3 月も終わりが近づき卒業の季節ですね。一つ

の節目を迎えた皆様本当におめでとうございま

す。毎年のように 1 月から 3 月はあっという間

に過ぎていきますが、いよいよ 4 月を迎えます。

進級進学、就職、異動などの新生活が多い、おめ

でたい季節です。それに伴って引っ越しやご移

動、物の処分や片付けなどもたくさん発生しま

す。一般的な引っ越しは様々な引越し業者様が専

門で取り扱っていらっしゃいますがメッセンジ

ャーでは、そういった業者様では請け負えない、

ワケありの引っ越しや急に発生してしまった異

動、移転などに対応する「緊急引っ越し」を得意

としています。もしも、他の業者様でお断りにな

られたりして困った時は、ぜひメッセンジャーを

思い出してください。お見積りも無料で行いま

す。また女性スタッフもおりますのでお気軽に相

談いただければ真摯に回答させていただきます。

 

 

大山祗神社の門前町として賑わった宮浦商店街から神社へ

とつながる参道。宮浦港はそれに繋がる形で島の西側に設け

られています。桟橋の屋根は朱色を配し、神殿を思わせるよ

うな作りが大変特徴的で、存在感のある港です。大三島はし

まなみ海道が開通してから、船舶よりもマイカーやバスでの

来島者が増えました。クルーズ船の誘致、海の駅としての活

用を模索していましたが、定期航路の減少は続き、2012 年に

は全ての航路が廃止となりました。桟橋がある内湾の南側に

は、村上水軍の女武将鶴姫様の銅像が海上に設置され来訪者

を見守っています。 



 
 
 
 
 

 
 

【春、桜、新生活】 

今年の春は訪れが遅くて暖かくなるのも急激

な勢いでしたね。桜の開花が一度に始まり、満開

になるのも早かったですね。そのおかげで観光系

の会社は苦労をしたという話もちらほら聞きま

した。予定より早く咲いてしまったので、組んで

いたツアーで訪れたときにはすでに葉桜だった

り散っていたり…。それでも、ついこの間の 4 月

中旬に山の方を走っていると、ソメイヨシノ、シ

ダレ桜、八重桜とさまざまな桜が散ることもなく

満開で楽しむことが出来ました。地域や気候によ

って咲くタイミングや散るタイミングがこんな

にも違うのですね。新たな生活が始まった皆様、

桜のように期待や夢を満開にお過ごしいただい

てるのだと思います。今後のご活躍をお祈りして

いますとともに、少しだけ困った時、是非メッセ

ンジャーを思い出してください。便利屋としての

経験を活かし、きっとお役に立てると思います。

 

 

通勤通学、観光やビジネスマンでで賑わう広島港は、北側

に広島電鉄の「広島港」駅、路線バスの乗り場、タクシー乗

り場、観光バスの駐車場があります。道路を挟んだ広島みな

と公園には併設された平面駐車場も完備されており交通の便

はとても良い場所です。ですが、夜も 22：00 をすぎるとすっ

かり人はまばらになり、運航を終えた船の休息の場となった

広島港からは、バスの姿はなくなり、路面電車も静かに停ま

っています。明日の運航に備えて静かに眠りにつく広島港の

たたずまいも、私は雰囲気があって好きなのです。 



 
 
 
 
 

 
 

【長距離運送】 

5 月のゴールデンウィークも終わり、いつもの

日々を皆様お忙しくされていらっしゃいますで

しょうか？新社会人や新生活を始めた方などは

ゴールデンウィーク疲れが出ている方もいるか

も知れませんね。今回の右の写真は、とある企業

の方から受けたご依頼で、クール便で茨城までお

荷物をお運びし、無事にお届けしたあと、その帰

りにサービスエリアで撮った一枚です。広島から

茨城まで大切なお荷物をお運びするお仕事。文字

数にするとたったこれだけの事ですが、本当に大

変なご依頼です。当社のスタッフも本当によく頑

張ってくれました。人が会社を作り、会社が人を

育て、社会のお役に立てるお仕事を任せてもらえ

る。改めて、その大切さを身にしみて感じた次第

です。これから暑くなります。クール輸送のご依

頼は、素晴らしいスタッフが揃う当社で、ぜひご

検討ください！ 

 

 

2013 年 3 月 27 日に開通した、第二音戸大橋。本土側呉市

警固屋町から倉橋島音戸町を結ぶ日本で 4 番目に長いアーチ

橋です。渋滞の原因となっていた音戸大橋をカバーするため

バイパス要素を持った橋として架橋されました。倉橋島方面

から第二音戸大橋に差し掛かる直前に坪井広場という小さな

公園が整備されています。ここには「ひまねきテラス」とい

うおしゃれなカフェと売店があり観光客の憩いの場となって

います。広場には赤いアーチが特徴的な歩道橋があります。

音戸大橋を模して作られた正式名称「坪井広場横断歩道橋」。

通称第三音戸大橋。音戸を愛する担当職員がたくさんの観光

客に来てもらいたいとの思いを込めてこだわり続けて完成し

た歩道橋です。是非一度見ていただきたいものです。 



 
 
 
 
 

 
 

【アウトリガーカヌー取材】 

ずいぶん暑くなってきましたね。夏が日に日に近

づいているのを実感します。夏といえばやっぱり海

ですよね？私が趣味でやっているアウトリガーカヌ

ー（6 人乗りで側部に浮きがついたカヌー）のクラ

ブにテレビの取材が入りました。広島アウトリガー

カヌークラブという名前で活動をしているのです

が、代表の中尾氏は私と同じように運送業を営んで

いらしゃる方です。一緒に仕事をすることもありま

す。子供から大人まで在籍しているのですが、息を

合わせて海上を進むカヌーに乗っていると、力を合

わせる大切さが身にしみてわかります。RCC「イマ

なま」の１コーナーとして約１０分ほど取り上げて

いただきました。取材に出演してくれた芸人さんか

ら感謝状もいただき、大変励みになりました。力を

合わせることの大切さが少しでも伝わって、いろん

なご縁が広がり、仕事にもつなげていけたらいいな

と思っています。 

 

 

広島市の南に位置する、江田島市能美町の西側に入鹿海岸

（いるかかいがん）があります。全長 500m もある長い砂浜で、

夏になるとたくさんの海水浴客で賑わう海水浴場です。砂浜

からは宮島が見え、夕方になるときれいに沈む夕日が楽しめ

ます。シャワーやトイレ、更衣室などがきちんと整備されて

おり、夏以外は釣り客やパラグライダーを楽しむ方なども訪

れています。ビーチのすぐ側には「サンビーチおきみ」とい

う公営の宿泊施設があり、手頃な価格とロケーション、全室

オーシャンビューのお部屋と地のものを使った海鮮料理が人

気を博しています。特に 2017 年 4 月からは入浴施設が天然温

泉になり全国から癒やしをもとめて観光客が訪れるている人

気のホテルです。 



 
 
 
 
 

 
 

【西日本豪雨】 

7 月 6 日から 7 月 7 日にかけて西日本に降り続

けた豪雨は、大変な被害を各地にもたらしました。

特に呉市～広島市を結ぶ交通網の被害は大きく、土

砂崩れによる都市高速道路の破壊、都市間動脈とも

言える国道 31 号線の不通、北の山陽自動車道へ抜

ける山岳地帯の交通網遮断、そして東へ続く沿岸道

路、島しょ部道路の壊滅。広島に隣接する都市であ

る呉市は、上記のように東西南北すべての交通経路

が寸断され、完全な孤立状態となってしまいました。

我々もなんとか物資の輸送を行おうとするのです

が、いつもだと 30 分程度で到着する道のりが 5 時

間もかかったり、そもそも目的地にたどり着けない

という異常な状況に、自然の猛威には手も足も出な

いのかと心が折れるような緊急事態でした。異常な

気象が続き、台風も記録にないような動きをし、改

めて非常事態にはどのような動きをするべきか、緊

急時だからこその輸送効率をどのように最大限実現

するかをもっと真剣に考えなくてはいけないなと感

じた事案でした。皆様まだまだ被害は収まっていま

せんが、力を合わせてがんばりましょう！ 

 

 

7 月 6 日の夜から降り始めた雨は、我々の想像もしない雨

量を記録し、各地に様々な傷跡を残しました。すべての交通

が麻痺し、私が勤務する海運業も大きな混乱をおこしてしま

いました。そんな大混乱から少したった天気の良いある日、

我が家の近所を流れる府中町の榎川が氾濫を起こしました。

依然混乱が続く職場で、早朝から深夜まで休みなく任に就い

ていた私は、家族に避難の電話をかけるくらいしかできず、

大変気をもむ出来事でした。それから 2 週間、まともに家に

帰ることも、現場を見ることもできなかったのですが、よう

やく目にした榎川は大きく様相が変わっていました。土砂に

よって上昇した川底が 2 週間立っても何も変わらず存在した

のです。いまだ災害は続いていると感じた一瞬でした。 



 
 
 
 
 

 
 

【海の祭典】 

先日 8 月 26 日に広島市観音マリーナホップで海

の祭典が行われました。私の所属する「広島アウト

リガーカヌークラブ」もアウトリガーカヌーの体験

ブースを出しました。豪雨のため始まるのが早かっ

た夏休みは、二学期が始まるのも早くなりどうやら

最後の土日となったようで、本当にたくさんの子ど

もたちが参加してくれました。浜辺でカヌーの漕ぎ

方や、海での基本動作を勉強し、いよいよ実際の乗

船体験です。ベテランのクラブ員が先頭にすわり、

子どもたちがその後ろに並んで座ります。掛け声を

かけ、息を合わせてせーの！で漕ぎ出すと動き出す

カヌー。子どもたちがわぁと歓声を上げ、笑顔に包

まれます。最初はぎこちなかった漕ぎ方も、少しず

つサマになっていきます。アウトリガーカヌーは皆

の力を合わせなければ、うまくスピードも出ません

し、進路を取ることもままなりません。短い時間の

体験ではありましたが、力を合わせることの大切さ

や自然とのふれあいの楽しさを味わってもらえたの

ではないでしょうか。私達も一人ではできないご依

頼を力を合わせて真摯に取り組んでまいりたいと思

います。が、翌日筋肉痛になったのは秘密です（笑）

 

 

香川県高松市の高松港（通称サンポート高松）には、少し

変わった赤い灯台が設置されています。もともとは 1964 年に

岸壁に設置された普通の「赤灯台」でしたが、1998 年に港の

整備に伴い現在の北側防波堤の先端に移設改築された折、赤

いブロック状のガラス 1600 個を使用した世界初の「ガラスの

灯台」になりました。高さ 14.2ｍの灯台で、点灯すると、灯

台全体が赤く光り輝きます。2016 年 8 月に日本ロマンチスト

協会より「恋する灯台」に、2016 年 10 月には、夜景観光コ

ンベンションビューローより「日本三大夜灯台」にそれぞれ

認定されました。また、「せとしるべ」という愛称も付けられ

高松港のランドマークとなっています。 



 
 
 
 
 

 
 

【豪雨災害からの復旧】 

暑い夏も過ぎ去り、ずいぶんと朝夕は涼しくなっ

てきました。広島県では大雨による水害、台風によ

る被害にみまわれ、広島だけではなく、関西や北海

道でも大きな地震があり、日本各地をあらゆる災害

が襲った夏となりました。特に呉市は完全な孤立状

態が発生し、広島～呉間の物流の大動脈であるクレ

アラインや国道 31 号線が崩壊することによる凄ま

じい移動困難状態が続きました。それでもあれから

約 3 ヶ月弱。国道が開通し、JR が動き出しました。

そしてクレアラインの復活も、ものすごいペースで

進んでおり、当初より早く開通しそうです。たくさ

んの自衛隊や消防隊、警察、民間の工事会社、そし

てボランティアの方々の尽力により想像を超えるス

ピードで復旧が進んでいるのだと思います。しかし

このスピードで復旧することで普段の生活が戻る

方々がいるとともに、災害の記憶が早く埋もれてし

まわないか心配になります。そして、スポットの当

たらない被災地の、まだ何も終わっていない方々が

忘れられませんよう、本当に心に留めておかなくて

はと思います。我々の仕事が皆様の力に少しでもお

役に立てますよう頑張ってまいります。 

 

 

赤レンガの倉庫といえば、横浜や京都舞鶴が有名ですが、

呉市にもたくさんのレンガ構造物が残っており、当時の風景

を今に伝えています。潜水艦基地が見える、小さな公園「ア

レイからすこじま」の近くには、戦時中、軍によって使用さ

れたレンガ倉庫群が今も当時のまま残っており、現在は民間

会社が手入れをしながら現役の倉庫として使用されていま

す。市内各地にも様々なレンガ造りの建物が残されているの

で探して見るのも良いでしょう。これらのレンガ建築物は短

いレンガと長いレンガを交互に積み上げたイギリス式の積み

方が採用され、窓が縦長なのが特徴です。当時の雰囲気をぜ

ひ間近で楽しんでみてください。 



 
 
 
 
 

 
 

【ハンザクラスワールド 2018】 

2018 年 10 月 12 日～10 月 18 日の間、広島

市の観音マリーナホップでハンザクラスワールドチ

ャンピオンシップ大会が行われました。ハンザとい

うのは、体の機能が不自由な方や、子供、女性など

でも転覆の可能性が非常に低くなるよう設計された

オーストラリア生まれのヨットです。障害を持つ人、

持たない人が、相互を尊重し認めあいながら一緒に

レースを行います。ハンザの中でも SKUD-18 と

いうモデルは小型モーターボートの補助装置を装備

し、2005 年からはパラリンピックの正式競技種目

となっています。そのような世界的に注目を浴びる

ヨット競技の世界大会が広島で行われたことは、同

じ海で自然と触れ合う我々アウトリガーカヌーイス

トも胸を張りたいと思います。瀬戸内海という穏や

かな海で、障害のあるなしにかかわらず、共に海に

触れ合える事はとても素晴らしい事だと思います。

東京オリンピックに向けて、平和都市として世界に

誇る広島はさらに注目をあびることが予想されま

す。メッセンジャーとしてもどのようなお手伝い、

役割を果たせるのかを考えながら日々の仕事や責務

を一生懸命果たしてまいりたいと思います。 

 

 

呉市大崎下島の御手洗は、幕末期には広島藩と薩摩藩の秘密貿

易の港として使用されました。その際に広島側の役人が寄進した

社殿に満舟寺の天神像を祀ったのが「御手洗天満宮」の始まりと

言われています。江戸期の文献では神功皇后が朝鮮出兵の際に立

ち寄り「本川の井戸」で手を洗ったことから御手洗という地名に

なったと記されていましたが、その後菅原道真が太宰府へ左遷さ

れた時に立ち寄ったという伝承が主流になり、天満宮が建立され

ました。境内には本川の井戸、境内下をくぐる可能門、菅原公の

歌を刻んだ碑、天満桜など見所がありますが可能門をくぐった先

の片隅に小さな名もないお地蔵様が祀られています。供えられた

小さなおもちゃとともに、にっこり微笑む可愛らしい地蔵様はお

参りすると願いが叶うと言われ、訪れる人々に愛されています。



 
 
 
 
 

 
 

【暖冬と言われてはいるものの…】 

11 月も終わりに近づいてまいりました。日が落

ちるのも早くなり、いよいよ冬がやってきますね。

11 月 27 日現在、東京では木枯らし一号が未だ吹

いていません。冬型の気圧配置になると、北からの

強い風が吹き、様々な被害が想定されます。強風が

吹き出すと注意を喚起するために「木枯らし 1 号」

のお知らせがなされ、場合によっては注意報や警報

なども発表されます。大阪と東京でそれぞれ発表さ

れるのですが、大阪が 11 月 22 日に吹いたにも関

わらず、東京は未だ吹いていないのです。このまま

木枯らし一号が吹かないまま冬に突入することも考

えられ、そうなると 39 年ぶりの珍事となるそうで

す。観測史上、過去に木枯らし一号が吹かなかった

のは 4 年だけで、その年は豪雪被害に見舞われまし

た。エルニーニョの影響による暖冬だとは言われて

おりますが、過去の事例もふまえて様々な用意をし

ておかなくてはなりません。年末年始になり、物流

も増えてまいります。我々も冬支度として冬用タイ

ヤやチェーンの用意を行い、皆様のご依頼に備えた

いと思います。急なお荷物やご依頼でお困りの際に

は是非メッセンジャーにお問い合わせ下さい。 

 

 

海の安全を守る海上保安庁は、全国を 11 の管区に分けて海上
保安業務を行っています。第六管区海上保安本部は、昭和 23年 5
月 1日、海上保安庁の創設と同時に「広島海上保安本部」として
広島県広島市の宇品に設置され、その後、昭和 25 年 6 月 1 日に
現在の名称に改称されました。岡山県、広島県、山口県東部、香
川県、愛媛県を管轄し、瀬戸内海の大部分と宇和海を担任水域と
しています。たくさんの島々、複雑な海流がいたるところにあり、
特別な航法や狭い水路も存在する瀬戸内海では安全航行のため
の配慮や警備が特に重要な役割となっています。一般人の私であ
っても様々な訓練を行っているのを目にすることも多く、島国で
ある日本における重要な役割を担う組織だと言えましょう。時に
は旅客船事故で負傷者多数という想定での訓練もありヘリコプ
ターを利用して救助を行ったり、乗客を船から船へ移動させるな
どの訓練も行われます。この美しい瀬戸内海の安全を守る大勢の
海上保安官に感謝をしたいと思います。 



 
 
 
 
 

 
 

【2018 年も終わります】 

2018 年も残すところ僅かになりました。今年の漢字

に選ばれた「災」の文字に集約される通り、様々な自然災

害に日本中が襲われた一年となりました。広島は東日本豪

雨による大きな大きな被害に見舞われました。特に呉市は

全ての陸路が寸断壊滅し、完全な孤立状態を生みました。

水道や電気などのライフラインも大きな影響を受け、日常

生活に大きな支障が出るほどの被害を被りました。また、

矢野地区、小屋浦地区では大量の土石流が発生し街全体が

流され、多くの命も奪われました。我々の事業の柱である

配送事業も大きな影響を受け、自然の大いなる力の前には

人の力のなんと無力なことかと嘆いたものです。あれから

半年が経ちますが被災された地域にはまだまだ復興が進

んでいないところもあります。テレビや新聞では取り上げ

られない地域はなかなか作業も進みません。我々の担う物

流は、いわば社会という血管の中の血液のような存在で

す。物を運び人々に届ける単純な仕事ですが、だからこそ

社会を支える一端であるという自負があります。来年も社

会のお役に立てるよう一生懸命頑張って参りますのでど

うぞ弊社をご愛顧下さいますようよろしくお願いいたし

ます。皆様におかれましてもどうぞ良いお年をお迎えくだ

さいますようお祈り申し上げます。 

 

 

毎年 300 万人以上の観光客が世界中から訪れる厳島＝宮

島。年末になると鎮火祭と呼ばれる一年締めくくりの行事が

行われます。裸足で火の上を渡り歩く火渡りの儀式はとても

有名です。また、大晦日から元旦にかけては、初詣客が厳島

神社に押し寄せ、港から神社本殿境内まで参拝客で埋め尽く

されます。また本土と島を結ぶフェリーは休みなく一晩中運

航されるほどの賑わいを見せます。毎年夏に行われる宮島水

中花火大会、年末年始参拝客、紅葉のシーズンは宮島にたく

さんの観光客が訪れる重大イベントとなっており、商店街の

店主たちはここぞとばかりに張り切って商売に打ち込むので

す。2018 年ももう終わります。いろいろなことがありました

が来年は一つでも多くの明るいニュースが聞けるような一年

になると良いですね。どうぞ良いお年をお迎えください。 


